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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和34年稿) 

 

 

赤 碕・大 山 

（岡山―第9号・第19号） 

この図幅の野外調査は昭和30年および31年に90日間実施した。 

Ⅰ．地    形 

Ⅰ．1 概  説 

赤碕および大山両図幅地域は鳥取県西部に位置し，米子市街から東方約 16 km を隔 

てていて，大山図幅地域南縁中中付近の狹少な地域は岡山県に属している。両図幅地 

域のほとんど大部分を占める大山火山は，中国地方第一の高山であるとともに大山火 

山帯の主峯であり，また歴史を背景とした雄大な風光の美をもって知られ，交通の便 

の良いのと相まって多くの人々に親しまれ，昭和11年 2 月 1 日に国立公園に指定さ 

れた。 

大山火山の噴出物は両図幅地域のほとんど大部分を占めて広く分布し，その下位に 

ある蒜山火山群の噴出物は主として大山図幅地域南縁付近にみいだされ，これらの基 

盤にある花崗岩類および無斑晶安山岩は，図幅地域の東縁部および南西部の狹い範囲 

に露われているに過ぎない。したがって両図幅地域内のみの調査では，基盤の地質構 

造を推察するのは困難であるが，周辺の諸地域の資料を参考にすると，ほゞ次のよう 

であろうと思われる（第 1 図)。すなわち，大山火山の主峯である弥
み

山
せん

(狹義の大山) 

と，米子図幅地域内にあり山陰本線に近接して聳える孝霊山（大山火山の寄生火山で 

大山火山熔岩に酷似した角閃安山岩からなる）とを結ぶ線は顕著な構造線であって， 

これを説明の便宜上，弥山―孝霊山構造線と呼ぶことにする。この構造線から西側の 

地域は一般に基盤岩の位置が高い。たとえば弥山南西方の無斑晶安山岩からなる山地 
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は基盤であって海抜 805.4 m に達し，この山地と桝
ます

水原との間の谷には海抜 430 m の 

高さ（図幅地域外）にまで基盤の粗～中粒黒雲母花崗岩が露出しており，また槇原南 

方に分布し無斑晶安山岩からなる山地もやはり基盤であって海抜 520 m を示し，また 

この地域では一般に大山火山噴出物の厚さは薄い。これに反し前記構造線から東側の 

地域では大山火山噴出物が厚く堆積し，基盤岩は図幅地域の東縁に近づいてはじめて 

みいだされる。したがって火山形態は東西方向の断面を考えると著しく不均衡になっ 

ている｡南隣の湯本図幅地域および西隣の米子図幅地域内には古生層を貫く花崗岩類 

が広く露われているので，大山火山および孝霊山を建設したマグマは，粗～中粒黒雲 

母花崗岩を主とする花崗岩類中の著しい構造線に沿い迸入し，マグマ溜をつくったと 

解される。 

蒜山火山群は鳥取・岡山両県境をなして連亘し，この図幅地域内の擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

山
せん

から東 

方に延び湯本図幅地域内の二
ふた

股
また

山
せん

･上
かみ

蒜
ひる

山
ぜん

･中蒜山および下蒜山の 5 山からなり，こ 

れらの熔岩はいずれも大山火山および孝霊山の熔岩に酷似した角閃安山岩からなる。 

火山形態を著しく失なっているがほゞ 1 列に並んでおり，マグマはおそらく 1 つの著 

しい構造線に沿って迸入し，その上に 5 火山を建設したと思われ，またこの構造線の 

南側では基盤の粗～中粒黒雲母花崗岩を主とする花崗岩類が広く露出し，海抜 520 m 

の高さにまで達しているにもかかわらず，北側ではほとんどみいだされない。したが 

って火山形態の南北方向の断面は著しく不均衡になっている。 

東隣の倉吉図幅地域内において，倉吉―関金間の鉄道線路を挾む南北両側の地域は 

地質および地形の相違によって両地域間に著しい構造線が存在すると推察され，その 

延長はこの図幅地域内に及び，関金温泉（倉吉図幅地域内）から蒜山原（湯本図幅地 

域内）に通ずる県道に沿い，図幅地域南縁から約 250 m 北方付近を通るらしく，また 

実際に道路際の崖に露われたアプライト質花崗岩はミロナイトになっている。蒜山火 

山群の下を通る構造線の東方への延長は，付近の地形および地質から考え，おそらく 

この構造線により遮られているらしい。また北西方への延長は弥山―孝霊山構造線に 

続くように思われ，さらにその延長は日本海に延び島根半島の東方への連続を断って 

いる。倉吉・関金・蒜山・弥山および孝霊山を連ねる構造線以北の地塊は，東方部に 

基盤岩が露出しているにもかかわらず西方部ではまったく見られないので，地塊全体 

として沈下しているばかりでなく，西方へ傾動していると推察される。また湯本図幅 

地域内の資料によると北上する 2 構造線の延長は，それぞれ弥山および二股山に達し 

ているらしい。 

 

 

Ⅰ．2 大山火山の地形 

 

大山火山の噴出物は両図幅地域のほとんど大部分を占め，広く分布するばかりでな 

く，南隣の湯本，東隣の倉吉，西隣の米子および南西隣の根雨の諸図幅地域にまで及 

んでいる。この火山の岩石分布状況および構造はかなり複雑であるが，大別すると広 

大な面積を占める外輪山，山頂における馬蹄形カルデラの生成後に生じた多くの寄生 

円頂丘および熔岩流，中中円頂丘である弥山・円円峯およびこれらに円なう火山中 

流，下宝珠泥流などからなる。なお米子図幅地域内の孝霊山は大山火山の寄生火山で 

ある。 

外 輪 山 

外輪山は厚い凝灰角礫岩によって特徴づけられているが，弥山―孝霊山構造線から 

西側ではかなり薄く，本火山の基盤である無斑晶安山岩が地表に露われている箇所が 
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第 1 図  大 山 付 近 地 質 構 造 推 察 図
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ある。この構造線から東側では凝灰角礫岩は広大な面積に分布し，かなりあ あ用が  

すすみ,おおむね壮年期の地形を呈し,山頂から放射状に延びた多くの山稜は緩やかに 

傾斜し，山頂から遠ざかるに従い次第に低くなっており，切峯面をつくるときはほゞ 

原地形を復原することができる｡凝灰角礫岩のなかには，しばしば熔岩流が挾まれてい 

るがいずれも薄い。凝灰角礫岩の上には処々に厚い熔岩流が岩っており，岩岩であ 

に耐え高く聳えている。すなわち矢筈山
やはずがぜん

・甲ガ山
かぶとがせん

・勝田山
かつたがせん

および船上山
せんじょうせん

を連ねる山稜 

がこれで，熔岩直下の凝灰角礫岩の表面がほゞ原地形の高さを示すと考えられる。船 

上山では広い熔岩台地地形がよく保存されていて，台地の東・北・西の 3 方は柱状節 

理を連ねた高さ 30～50 m の断崖で囲まれ自然の要害をなしている。また凝灰角礫岩 

の上に岩る熔岩流は弥山の南方でも 2 ヵ所でみられ，ヵヵにあ に耐え聳えている。  

山頂部には図幅に示したように北西方に開く馬蹄形の陥没カルデラがあり，矢筈山・ 

甲ガ山および勝田山を連ねる山岺の西側には環壁の一部が保存されているが，他の場 

所ではその後の火山活動のためあまり明確ではない。 

大山火山でみられる多くの滝のなかで，最大かつ著名なのは地獄谷下流にある大山 

ノ滝で，凝灰角礫岩中に厚さ数 m の熔岩流が 2 枚挾まれているため，2 段になって落 

下し全長約 100 m に達する。これに次ぐものは勝田山山頂から北東約 2.7 km の以西 

熔岩にかかるものである。 

寄生円頂丘および熔岩流 

弥山―孝霊山構造線に沿い主としてその東側に多くの熔岩円頂丘が聳えており，比 

高 100～300 m である。いずれも山体が草木で覆われほとんど露出がないが，原地形 

はかなりよく保存され豪円山や鍔抜山などは典形的な熔岩円頂丘地形を示す。弥山お 

よび円円峯の出現前には，現今これらのある場所にも多くの熔岩円頂丘が重なってい 

たと思われるが，その後の火山活動のためあまり明瞭ではない。諸熔岩のうち化学成 

分がやゝ苦鉄質のものは流動したため，川床東方および南方で見られるように熔岩流 

の形態をとっている。 

弥
み

山
せん

（狹義の大山） 

大山火山を特徴づけている弥山は馬蹄形カルデラ内に生じた中中円頂丘で，連亘す 

る周囲の山岺からとくに高く聳え,山頂の円角点のある場所は海抜 1,713 m であるが, 

最高点はこれから約 700 m 東方の剣ガ峯で海抜 1,731 m である。山体はその後に生じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 1 大山西方山腹の金屋谷から弥山を望む

図版 2 弥 山 北 壁 
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た激烈な爆裂活動のため著しく破壊されているが，原地形は典型的な熔岩円頂丘の形 

態を示していたと思われ，現今では西方から眺めるときこれを窺うことができ，秀麗 

な山容を呈するため伯耆富士と称され，径約 2.8 km あり，規模において他に比を見な 

い（図版 1 )。しかし南方および北方から眺めるときは山骨を露わし，峨々たる絶壁 

を連ね豪壮な山容を示す（図版 2 )。山頂は南北両側から絶壁が迫っているためいわ 

ゆるヤセ尾根となり，通行は可能であるが著しく危険である。絶壁は平均40ﾟ，急峻 

な所は 60～70ﾟの傾斜があり，下方部の岩体は岩岩であるが上方ほど脆くなり崩れ易 

く，現今でも崩れつつあり，したがって南面の一ノ沢・二ノ沢・円ノ沢および北面の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元谷および南光元原（大山部落南の沢）には岩 が厚く堆積し，砂元元元の元元に元  

われており，また元川は伏流をなしている（図版 3 )。 

名和軽石流 

これは円円峯の位置する爆裂カルデラが生成した際に流出したと考えられ，このカ 

ルデラ外側の北東山腹を奔下し，矢筈山・甲ガ山および勝田山を連ねる山岺と岩伏山 

との間を通り，さらに 3 条に分岐したが，下るに従い漸次広がりを増し，もっとも西 

のものは海岸に到達し，なお海中に及んだ。この分布区域は地形図からも容易に推察 

し得るが幼年期の地形を示し，おおむね平坦な台地が海岸に向かい漸次高度を減じ, 

各台地の間には深い峡谷が刻まれていて，深さ 80～100 m に達する所がある。 

三
さん

 鈷
こ

 峯
ほう

 

弥山の山体の北東部に生じた爆裂カルデラに中中円頂丘として現われたもので海抜 

1,510 m に達する。この爆裂カルデラの環壁の内側は絶壁をなしている所が多く，崩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壊が著しい。円円峯は熔岩円頂丘の形態をよくとどめ，この頂上には弥山から尾根伝 

いに到達しうるが，他の側からは著しい急傾斜のため登ることができない（図版 4 )｡ 

このカルデラ内はかつて湛水していたと思われ，北方山麓付近に少なくとも 100 m の 

厚さの粘土層の見られる箇所がある。この粘土層は灰箇～灰 箇を示し，箇箇で水平  

の層理を示し，ときに人頭大以下の火山岩塊および火山礫を包有する。 

図版 3 一 ノ 沢 か ら 弥 山 南 壁 を 望 む 

おびただしい岩層の流出を元ぐために元元が設けられている

図版 4 大山部落から円円峯を望む 
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弥 山 熱 雲 

これは弥山の出現後この山体が 2 次的に起こった爆裂活動により著しく破壊された 

とき,抛出された火山中 物がさ雲となり ,当時の谷間をうずめ山腹を奔下し生成した 

ものである。図幅に示されるように，弥山の周辺に広々とした高原，すなわち北方か 

ら草谷原・槇原・水無原・枡水原・福永原・鏡ガ平および笹ガ平などを形成し，あ 

あ用をほとんど受けていないが，下流地域ではこのなかに深い峡谷が刻まれており幼 

年期の地形を示す。 

下 宝 珠 泥 流 

これは下宝珠山の爆裂火口から流出したもので，その山麓部の低地をうずめて堆積 

し，この分布区域の末端付近には多くの小丘，すなわち流レ山が起伏しており，阿弥 

陀川に沿い元川のあ のため流レ山の陀断面を陀察しうる所がある。  

 

Ⅰ．3 その他の地形 

 

蒜
ひる

 山
ぜん

 火 山 群 

主として大山図幅地域南縁に近く分布し，これら諸山体の主峯は擬宝珠山のほかは 

南隣の湯本図幅地域内にあり，鳥取―岡山両県境をなしほゞ 1 列に並んでいる。いず 

れも岩石の露出はあまり良くないが形態から考え成層火山と思われる。岡山県側では 

山麓に崖錐が発達し，蒜山原に連なり原地形はかなり良く保たれているが，鳥取県側 

では小で川の頭部あ がすすみ，山体には放射谷が深く刻まれ壮年期の地形を示し，  

火山の原地形はほとんど窺うことができない。 

段  丘 

加勢蛇川・勝田川および小で川（図幅地域南東部の明高・堀および今西の各部落を 

通り図幅地域外の倉吉を経て海に注ぐ）の中・上流地域にみられ，とくに加勢蛇川上 

流の中流原部落付近では顕著で，こゝではあ 基流面の低下によって  3 段の堆積段丘 

地形がみられる。また小で川に沿い堀部落から上流の 3 ヵ所では砂礫層の岩っている 

堆積段丘地形がみられるが，堀部落から下流ではあ 段丘地形がみられ，ヵ部落堆便  

局南方付近，図幅地域東縁の大鳥居部落や郡家付近でとくに著しく，砂礫層は岩って 

いない。 

 

 

Ⅱ．地    質 
 

 

Ⅱ．1 概  説 

 

図幅地域内の最古の岩石は花崗岩類で，この図幅地域内の調査ではそれらの迸入時 

期を明らかにすることはできないが，岩石学上の特徴からいわゆる山陰型花崗岩に属 

するもので,これは中生代末の迸入といわれている。これは角閃石黒雲母花崗岩･粗～ 

中粒黒雲母花崗岩およびアプライト質黒雲母花崗岩に分けられる。角閃石黒雲母花崗 

岩はアプライト質黒雲母花崗岩中に捕獲岩状に包有されてみいだされるのみであり， 

アプライト質黒雲母花崗岩は粗～中粒黒雲母花崗岩を貫いている。粗～中粒黒雲母花 

崗岩を貫く 2 岩脈はいずれも安山岩質である。無斑晶安山岩は熔岩流をなし花崗岩類 

のの 面の上を流れたもので，倉吉図幅地域では断層の動を受けており，蒜山火山群  

よりも古く第円紀末の活動であろうと思われる。 

蒜山火山群は上蒜山・中蒜山・下蒜山・二股山および擬宝珠山の 5 火山からなり， 

相次いで噴山したものでいずれも成層火山と思われ，これらの熔岩はいずれも角閃石 

および黒雲母を斑晶とし，紫蘇輝石まれに普通輝石を円なっている。蒜山火山群の地 

質時代については湯本図幅地域内の蒜山原層よりも古いという以外に明確な資料はな 

く，地形のあ く度から考えおそらく第円紀の最末 期であろうと推察されるだけであ 

る。船上山東方に大山火山外輪山噴出物に覆われて小規模にみいだされる以西熔岩は 

分布および起原は明らかではないが，岩石学上の特徴から蒜山火山群とほゞヵ時期の 

ものと思われる。 

大山火山の構造については，すでに地形の項で述べたのでこゝでは省略する。本火 

山は熔岩の岩質が蒜山火山群の熔岩に酷似している点から考えると，蒜山火山群の形 

成後に長い間 をおかずに活動が成まったと推察される。大山火山の発達史を略述す  

ると次のようである｡外輪山は厚い凝灰角礫岩で特徴づけられわずかの熔岩流を挾み, 

上部ほど厚い熔岩流に富んでいる。これらの熔岩は輝石安山岩，および紫蘇輝石，と 
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きに普通輝石を円なう黒雲母角閃石安山岩である。外輪山の形成後，山頂付近に北東 

方に開く馬蹄形の陥没カルデラを生じた。このカルデラ生成に円ない弥山―孝霊山構 

造線に沿った東側の地域もやゝ沈下し，多くの割れ目を生じたと考えられ，この割れ 

目に沿って多くの熔岩円頂丘が出現し，化学成分がより苦鉄質のものは熔岩流の形を 

とった。熔岩円頂丘をなすものは紫蘇輝石，ときには普通輝石を円なう黒雲母角閃石 

安山岩で，熔岩流をなすものは両輝石安山岩であり，ときに角閃石を円なっている。 

御来屋砂礫層は当時における元川の堆積物と思われ，当時この分布地域全体もやゝ沈 

下したらしい。やがて陥没カルデラのなかに中中円頂丘の弥山が出現し，次いでその 

北東縁に爆裂カルデラを生じ名和軽石流を北方山腹に奔下させ，この爆裂カルデラの 

なかに中中円頂丘の円円峯が出現した。その後,弥山山体に激しい爆裂活動がおこり, 

ことに南北両側に著しく，弥山さ雲を周囲の谷間に沿って奔下させた。次いで下宝珠 

山に活動がおこり泥流を北麓に流下させた。弥山熔岩は紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安 

山岩であり，円円峯熔岩は角閃石黒雲母安山岩である。大山火山外輪山噴出物は湯本 

図幅地域内で旭川をせきとめ蒜山原層を堆積させているが，ヵ層中に含まれた植物お 

よび動物化石は地質時代の確定に不充分である。ほかに大山火山の地質時代を推定す 

る明確な地質学的資料はないが，主として地形から推察し，山体のほとんど大部分は 

第四紀更新世に形成されたと思われる。また大山火山外輪山噴出物は米子図幅地域内 

でも法勝寺川をせきとめ湖成層を形成させているが化石は含まれていない。なお米子 

図幅地域内の孝霊山は大山火山の寄生火山であって熔岩の岩質も酷似しているが，地 

形その他から考察すると，孝霊山の外輪山の形成はその付近に分布する大山火山外輪 

山噴出物よりも古いと思われる。しかし中中円頂丘とくに東山は原地形がかなり良く 

保存されているので，その出現は弥山とあまり違わない時期であったらしい。 

この図幅地域内の山地の表面は広くロームで覆われているが，図幅には東部および 

北東部などロームのとくに厚い部分のみを示した｡ロームは火山灰の風化したもので, 

ときに軽石層を挾みまた凝灰質物質を円なっているので，火山活動はその後も小規模 

ながら行なわれていたと思われる。大山火山は有史以来の活動記録は残っておらず， 

現今でもまったく静隠で温泉や噴気口などの後火山活動もみられない。 

更新世の堆積物にはそのほか元川に沿い段丘堆積層があり，現世の堆積層には海浜 

や元川に沿い砂丘堆積層および冲積層がある。 

 

 

Ⅱ．2 花 崗 岩 類 

 

これは図幅地域南東隅付近と東縁中中部付近とにみいだされ，図幅地域内では最古 

の岩石で無斑晶安山岩よりも古いと考えられているが，両者の接触部は直接には認め 

られない。南隣の湯本図幅地域内では，明らかに古生層および硯石層群に接触変質を 

与え，またこれを貫いている。花崗岩類の迸入時期については，この図幅地域内のみ 

の調査では確かめることはできないが，岩石学上の特徴からいわゆる山陰型花崗岩に 

属し中生代末の迸入といわれている。 

花崗岩類は角閃石黒雲母花崗岩・粗～中粒黒雲母花崗岩およびアプライト質黒雲母 

花崗岩に分けることができ，この順序で新らしい。角閃石黒雲母花崗岩は図幅地域南 

東隅の山口部落から岡山県に通ずる道路際にアプライト質黒雲母花崗岩中に包有され 

た大きい捕獲岩体状に産し，またこの岩体もアプライト質黒雲母花崗岩の細脈によっ 

て貫かれている。また前記道路を湯本図幅地域内に約 450 m ほど進んだ場所で，粗～ 

中粒黒雲母花崗岩がアプライト質黒雲母花崗岩によって貫かれているのが認められ 

る。角閃石黒雲母花崗岩と粗～中粒黒雲母花崗岩との新旧関係は不明であるが，倉吉 

図幅地域内では後者が前者を貫くという。粗～中粒黒雲母花崗岩は隣接諸図幅地域内 

にも底盤状に広く露出している。 

角閃石黒雲母花崗岩（Gh） 

この図幅地域内では前述の状態で小規模にみいだされるのみである。中粒の等粒完 

晶質岩石で長さ 2～5 mm（最大 7 mm）の角閃石および黒雲母が長石・石英の集合 

中に散在している。鏡下に検すると完晶質で主として斜長石・カリ長石・石英・黒雲 

母および角閃石からなり，磁鉄鉱・ジルコンおよび燐灰石などを円なうが，著しいさ 

変成を受けている。斜長石は柱状で著しく変質し，アルバイト双晶が辛うじて認めら 

れ，カリ長石もれれがれだしく石英と れ構造を示すことがあり，両長石ともれ細な  

絹雲母・緑簾石および曹長石などを多く生じている。石英は常に他形でしばしばモザ 

イク状の集合をしている。黒雲母に較べ角閃石は少なく，両者はともに緑泥石化が進 

んでいる。また局部的にれ小な淡緑箇黒雲母・モザイク状石英および緑簾石などを多 
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く生じている。 

粗～中粒黒雲母花崗岩（Gb） 

図幅地域南東隅付近と東縁中中部付近とにみいだされ，やゝ風化している場合が多 

く新鮮な資料は得難いが，新鮮な資料で陀察すると，粗～中粒の等粒完晶質岩石で径 

2 mm 以下の光沢ある黒雲母が長石・石英の集合中に点在している。鏡下に検すると 

自形～半自形粒状組織で，主として斜長石・カリ長石・石英および黒雲母からなり磁 

鉄鉱を円ない，ほかにジルコン・燐灰石などがみいだされる。斜長石は自形～半自形 

の柱状を示し,中性長石に属し,まれに縁辺部に累帯構造が見られる。結晶の中核部は 

れれし絹雲母・高陵土などに変わっていることが多く，これを囲む部分は清純で両者 

の境界は比較的明瞭である。カリ長石は半自形を示すことが多くやゝれれしている。 

常にパーサイト構造が認められ，またれ斜長石構造の見られることもまれではない。 

石英との接触部にミルメカイトを生成していることがある。石英は半自形または他形 

で他鉱物の間をでめ常に清でである。黒雲母は半自形柱状で淡箇～で 箇の著しい多  

箇性を示すが，部分的に緑泥石またはチタン石に変わっており，またジルコン・燐灰 

石などを包有している。なおこの岩体はしばしばアプライトを円なっている。また図 

幅地域東縁中中部付近に分布する岩体には，長さ 1.2 mm 以下で少量の角閃石が認め 

られることがある。これは主として分布区域の南部一帯にみいだされるが，岩石の風 

化が著しいため黒雲母花崗岩との境界を決めることが難しく，おそらく局部的の異相 

であって黒雲母花崗岩に漸移すると思われる。 

アプライト質黒雲母花崗岩（Ca） 

図幅地域南東隅付近に分布し，細粒完晶質で全体が帯桃灰箇を示し長石・石英およ 

び黒雲母が認められる。鏡下に検すると完晶質で主として斜長石・カリ長石および石 

英からなり，後 2 者はときに れ構造を示す。ほかに黒雲母がみいだされるが小形で  

かつ非常に少ない。また磁鉄鉱を円ないジルコン・燐灰石などもみいだされる。斜長 

石はカリ長石よりも少なく半自形で灰曹長石に属し，アルバイト双晶が著しく発達し 

ている。カリ長石は半自形～他形でれれしており，常にれ斜長石構造が認められ，ま 

たパーサイト構造の見られることもある。石英は常に他形で清でである。黒雲母は自 

形で淡箇～で 箇の多箇性を示す。  

 

 

Ⅱ．3 岩  脈（D） 
 

図幅地域東縁中中付近で粗～中粒黒雲母花崗岩を貫き，2 本の岩脈がみいだされる｡ 

東方にあるもの（角閃石安山岩） 

幅 1.5m 内外で走向は確実ではないがほゞ N 20ﾟW である。著しく風化していて全 

体が帯黒緑箇を示し個々の鉱物は認め難い。鏡下では斑状組織が認められ，斑晶は斜 

長石および角閃石からなる。斜長石は柱状で曹灰長石に属し，著しい累帯構造が見ら 

れ新鮮ではなく絹雲母・緑簾石などに変質がすすんでいる。ほかにれ され，かなり  

円くなったものや著しくれれしたものもみいだされ，これらは外来斜長石または外来 

カリ長石であろう。角閃石は柱状で緑箇角閃石に属しオパサイト化あ用は受けていな 

い。ほかにれ された石英がみいだされるが外来結晶であろう。また斜長石・角閃石  

および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合が認められ，この斜長石も変質がすすみ，緑簾 

石・緑泥石・絹雲母などに変わっている。ほかにれ斑晶として磁鉄鉱を円なう。石基 

はれ晶質で鉄鉱や緑泥石・緑簾石および高陵土など 2 次鉱物の集合からなる。 

西方にあるもの（無斑晶安山岩） 

幅 3～4 m で走向 N 5ﾟW・傾斜 80ﾟEである。全体が帯緑黒箇を呈し斑晶はほとん 

ど見られないが，まれに長さ 1.5 mm 以下の斜長石が点在することがある。鏡下に検 

すると全体が毛氈状組織を示しその構成鉱物はやゝ粗粒で，柝木状のやゝれれした斜 

長石，柱状の普通輝石，普通輝石の一部または全部を交代した角閃石などのほか，初 

生諸鉱物の一部または全部を交代したと思われる緑泥石・絹雲母・緑簾石などの 2 次 

鉱物がみいだされる。 

 

Ⅱ．4 無斑晶安山岩（Aa） 
 

この岩石は図幅地域東縁の東谷部落付近，および西縁の槇原や桝水原付近の 3 ヵ所 

に分布しており，前者の最高点は海抜 60 m であるのに較べ，後 2 者では海抜 520 m 

および 805 m であって，高さに著しい相違がある。この岩石と類似の岩石は東隣の倉 

吉図幅や，西隣の米子図幅の両地域にも広く分布しており，噴出時代については明ら 
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かではないが第円紀末と推察され，接触部は見られないが花崗岩類のの 面を流れた  

と思われ，蒜山火山群よりも古い。 

この岩石は岩硬で全体がで黒箇を呈し個々の斑晶は肉眼では明らかでない。一般に 

節理がよく発達し，また風化すると紫赤箇を帯びる。鏡下では無斑晶質でとくに斑晶 

と呼ぶべきものはないが，きわめてまれに長さ 0.8 mm く度の斜長石が認められる。 

これは結晶外形のはっきりした柱状を呈し,やゝガラやに富んでいる｡ほかにれ され  

れれした斜長石やオパサイトがみいだされ，これらは外来結晶と思われる。オパサイ 

トの外縁の分解鉱物はやゝ成長しているので地下で包有されかつ反応したと思われ， 

原鉱物は不明であるが角閃石の結晶外形を保持しているものが見られた。石基は毛氈 

状組織で斜長石の配列により流状構造の認められることがあり，長さ 0.3 mm 以下の 

柝木状の斜長石，長柱状の斜方輝石およびび粒状の鉄鉱などからなり，まれに柱状の 

単斜輝石を円ない，また石基諸鉱物の間を覆瓦状の方珪石がでめていることがある。 

このように混成あ用の影響が著しく見られるのは注意すべきである。 

なお，倉吉図幅地域内の下北条駅南方の崖で，この岩石中に多くの断層が走り，ま 

たこの岩石が漂白あ用を受けているのをみることができる。 

 

 

Ⅱ．5 蒜
ひる

山
ぜん

火山群 

 

これは図幅地域南縁に近く分布し，山体はかなりあ され火山の原地形を著しく失  

っている。東側から下蒜山・中蒜山・上蒜山・二股山および擬宝珠山の順でほゞ 1 列 

に並び，下蒜山下部熔岩は花崗岩類のの 面の上に岩っている。これら熔岩のうち下  

蒜山下部熔岩・中蒜山熔岩・上蒜山熔岩および擬宝珠山熔岩は肉眼的に互に酷似し， 

著しく風化し易く通常は灰箇を呈する。下蒜山上部熔岩は下部熔岩の上に岩り，また 

二股山熔岩は擬宝珠熔岩の上に岩っていて，両者はともにやゝ岩く風化し難い。ほか 

に船上山の東方に大山火山外輪山の凝灰角礫岩中から突出する以西熔岩があり，下蒜 

山下部熔岩その他と岩質が酷似しているので，これもほゞヵ時期のものと思われる。 

蒜山火山群は地形の項で述べたように，主として花崗岩類からなる基盤中の 1 つの 

著しい構造線に沿い，迸入してきたマグマから相次いで形成されたと考えられ，また 

この火山群の熔岩を鏡下に検した場合に花崗岩類を混成した影響が認められ，とくに 

二股山熔岩に著しい。本火山群の熔岩の特性については大山火山の項でまとめて説明 

する。いずれも成層火山と思われるが火山中 岩は少な い。 

以西熔岩（角閃石黒雲母安山岩）(Ⅰ) 

この熔岩の分布区域は多くの半球状の山体が連なり，周囲の凝灰角礫岩からなる山 

地とは山容を異にしている。この熔岩は風化し易いので新鮮な資料を得難いが，新鮮 

なものではで灰箇，箇箇な石基中に長さ 5 mm 以下の斜長石，長さ 6 mm 以下の長柱 

状の角閃石および径 5 mm 以下の 6 角形の黒雲母などの諸斑晶がまばらに点在してい 

る。鏡下では斑晶は斜長石・黒雲母および角閃石からなる。斜長石は柱状で結晶外形 

のはっきりしたものは曹灰長石に属し清純であるが，ほかに著しくれ されて円くな  

った斜長石（灰曹～中性長石）がみいだされ，縁辺部はれれしており外来結晶と思わ 

れる。またこの外来斜長石のみの数個体の集合もみいだされる。黒雲母と角閃石とは 

ともにれだしくオパサイト化し，結晶外形により原鉱物を推察するにとどまるが前者 

の方が後者よりも多いらしい。ほかに著しくれ され石基部が深くの入した石英がみ  

いだされ，またしばしば輝石粒で包まれているがこれらは外来結晶と思われる。ほか 

にれ斑晶として燐灰石が認められる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長 

柱状の斜方輝石および鉄鉱などからなり，覆瓦状の方珪石も認められる。 

擬宝珠山熔岩（紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩）(G) 

この熔岩は擬宝珠山を構成し，風化し易く容易に灰箇化するが，比較的新鮮な資料 

では帯青灰箇の石基中に長さ 5 mm 以下の斜長石，長さ 4 mm 以下の角閃石および径 

2.5 mm 以下の黒雲母が比較的箇に散在している。鏡下では斑晶は斜長石・角閃石お 

よび黒雲母からなり紫蘇輝石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属しおおむね清純 

である。角閃石はまったくオパサイト化しているが，結晶外形によりその存在が推察 

される。黒雲母も著しくオパサイト化しているが，まれに結晶の中核に原鉱物が認め 

られることがあり，淡 ～で 箇の著しい多箇性を示す。紫蘇輝石は長柱状で淡緑～   

淡 箇の多箇性を示す。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，長柱状の斜方輝石およ  

び粒状の鉄鉱などからなり，び にび状のび珪石がみられる。  

下蒜山下部熔岩・中蒜山熔岩および上蒜山熔岩（両輝石含有黒雲母角閃石安山岩） 

（SI, N, K） 
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これらは肉眼的にまた鏡下の陀察においても酷似しているのでまとめて述べる。風 

化し易い岩石であるが，新鮮な資料ではで青黒箇の石基中に長さ 1.5 mm 以下の斜長 

石斑晶が比較的箇に散在しており，有箇鉱物斑晶はあまり目立たない。風化すると石 

基は淡箇となり，そのなかに長さ 4 mm 以下の角閃石および径 2 mm 以下の黒雲母斑 

晶が点々と認められる。鏡下に検すると斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなり, 

紫蘇輝石および普通輝石を円なうが普通輝石は少ない。斜長石は柱状でおおむね曹灰 

石に属しおおむね清純である。ほかにれ を受けて円くなりれれした外来斜長石が  

認められ，これは灰曹～中性長石に属し縁辺ほど An 分子に富む。角閃石と黒雲母は 

いずれもまったくオパサイト化し，原鉱物は残っていないのが普通で，結晶外形から 

判断すると角閃石の方が多いらしい。きわめてまれに結晶の中核に原鉱物が認められ 

ることがあり，角閃石は淡箇～ 箇，黒雲母には淡箇～で 箇の著しい多箇性がみら   

れる。完全にオパサイト化した場合外縁にある輝石粒がかなり成長したものが認めら 

れ，また角閃石の結晶外形を保持しつつ普通輝石・磁鉄鉱および斜長石などの粒状集 

合をなすものもみいだされる。紫蘇輝石は柱状で淡緑～淡 箇の多箇性が認められ，  

普通輝石は柱状で淡緑箇を呈し多箇性はほとんど見られない。れ斑晶として磁鉄鉱お 

よび燐灰石が認められる｡ またまれに斜長石・黒雲母の集合体や斜長石・オパサイト・ 

磁鉄鉱の集合体などがみられるが，いずれも外来岩片に由来すると思われる。またれ 

されて円くなった外来石英も認められる。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱  

状の斜方輝石，粒状の鉄鉱および覆瓦状の方珪石などからなる。 

下蒜山上部熔岩（紫蘇輝石黒雲母角閃石安山岩）(Su) 

この熔岩は下蒜山の頂部を構成し，肉眼ではで青箇石基中に長さ 2 mm（まれに 6 

mm ）以下の斜長石，および長さ 2 mm 以下の角閃石がまばらに散在している。鏡下 

では斑晶は斜長石・角閃石・黒雲母および紫蘇輝石からなる。斜長石は柱状で曹灰長 

石に属しやゝれれしたものが多い。角閃石および黒雲母はともにまったくオパサイト 

化し原鉱物は残っていないが，結晶外形から推察すると前者の方が多いらしい。紫蘇 

輝石は柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示す。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長  

石，長柱状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなる。 

二股山熔岩（両輝石含有角閃石黒雲母安山岩）(F) 

この熔岩は二股山および皆
みな

ガ山
せん

を構成し，新鮮な試料ではで青箇の石基中に長さ 4 

mm（まれに 8 mm）以下の斜長石が顕著に散在し，ほかに長さ 3 mm 以下の柱状の 

角閃石,および径 2 mm 以下の 6 角形の黒雲母の諸斑晶がまばらにみいだされ,風化す 

ると全体が淡箇になる。鏡下に検すると斑晶は斜長石･黒雲母および角閃石からなり, 

紫蘇輝石および普通輝石を円なうが普通輝石は少ない。斜長石は柱状で曹灰長石に属 

しおおむね清純である。ほかにれ されて著しく円しを帯びた外来斜長石（灰曹～中  

性長石）が常に認められる。黒雲母はほとんどオパサイト化しているが，まれに結晶 

の中核に原鉱物が認められ淡箇～箇 箇の著しい多箇性を示す。角閃石は黒雲母より  

も少なくほとんどオパサイト化しているが，まれに結晶の中核に原鉱物が認められ淡 

～淡緑 箇の多箇性がみられる。紫蘇輝石は長柱状で淡緑～淡 箇の多箇性がみら    

れ，普通輝石は柱状で淡緑箇を呈する。ほかに著しくれ されて円くなった外来石英  

がしばしば認められ一部は方珪石化している。れ斑晶として磁鉄鉱や燐灰石が認めら 

れる。なおこの岩石中にはしばしば斜長石・オパサイト，斜長石・黒雲母，まれに斜 

長石・オパサイト・紫蘇輝石,あるいは斜長石のみなどの粒状集合がみいだされ，これ 

らは外来岩片に由来すると思われる。また黒雲母が輝石オパサイトで包まれ，かつこ 

の輝石粒がやゝ成長したものが認められるが，これは外来黒雲母が地下で包有され， 

マグマとやゝ反応したためと思われる。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状の 

斜方輝石，粒状の鉄鉱および覆瓦状の方珪石などからなり，鏡下のび にび珪石が認  

められることがある。 

この熔岩中にはしばしば花崗岩質外来岩片がみいだされ，胡桃大以下の大きさで肉 

眼では中粒完晶質である｡そのうちの 1 個を鏡下に検すると,元来等粒完晶質であった 

ものがもさのため影響を受けたと考えられ，石英は著しく熔 を受け大部分はガラや  

となり，ガラやに接する斜長石およびれ斜長石の縁辺は累帯構造がれだしく，急激に 

An 分子を減少しており，黒雲母はほとんど分解し磁鉄鉱および紫蘇輝石のれ粒とな 

り，ガラや中に散在している。パーサイト構造を示す長石は見当らないがもさのため 

消失したのであろう。ガラや中のれ細なび の壁にび珪石が生成していることがある｡  

 

Ⅱ．6 大 山 火 山 
 

大山火山の構造については地形の項で，地質の概要については地質概説の項ですで 

1716 



 

に説明したのでこゝでは省略する。 

次に大山火山･蒜山火山群および孝霊山を通じ,検鏡の際にこれら熔岩に共通に見ら 

れる特性を述べる。これら熔岩は角閃石および黒雲母を主要斑晶とし，紫蘇輝石まれ 

に普通輝石を円なっており，また大山火山熔岩のうちには以上のほかに両輝石安山岩 

や,これに角閃石や黒雲母を円なったものもしばしば見られる｡両輝石安山岩を検鏡し 

た場合に，熔 されれれした外来た性斜長石，外来角閃石または外来黒雲母に由来す  

ると思われるオパサイト，角閃石の結晶外形を保持した紫蘇輝石・普通輝石・斜長石 

などの粒状集合などのうち,少なくともどれか 1 つはみいだされ,また黒雲母花崗岩の 

小さな外来岩片が認められることもある。また紫蘇輝石・普通輝石の平行連晶，石英 

を充で物とする球状パッチ，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱などからなる聚斑 

状集合など,混成あ用の行なわれたことを示す間接的の証拠がしばしばみいだされる｡ 

角閃石および黒雲母を主要斑晶とする安山岩になるとさらに著しく，上記諸現れのほ 

か熔 されれれした外来れ斜長石，熔 され一部方珪石化しあるいは単斜輝石粒で包   

まれた外来石英，外縁にある反応輝石粒がかなり生長した外来黒雲母などが常にみい 

だされ，花崗岩質外来岩片に由来すると思われる斜長石・オパサイト，斜長石・黒雲 

母，斜長石・黒雲母・角閃石などの粒状集合が認められることもまれではない。また 

び にび珪石が生成していることが少なくない。このように混成現れが著しく見られ  

るのは基盤岩が粗～中粒黒雲母花崗岩を主とする花崗岩類（ほかにアプライト質黒雲 

母花崗岩・花崗斑岩・ れ斑岩・石英閃緑岩など）であり，このなかを走る顕著な構  

造線に沿いマグマが迸入したためと解釈される。またこれら熔岩は肉眼でも認められ 

るく度の大きさの花崗岩質外来岩片をしばしば含んでおり，弥山熔岩および二股山熔 

岩においてことに著しい。 

 

Ⅱ．6．1 外 輪 山 

外輪山形成の初中期には爆発活動が盛んであったため，外輪山山体は主として厚い 

凝灰角礫岩からなり，熔岩流はほとんど挾まれていないが，地獄谷や甲川
かぶと

に沿っては 

凝灰角礫岩中に挾まれた熔岩流を認めることができる。後期になると厚い熔岩流を流 

出するようになり，凝灰角礫岩の上に岩り現今ではあ に耐え聳えている。すなわち  

吉原熔岩・城山熔岩・船上山熔岩・勝田山熔岩および矢筈山熔岩がそれである。 

凝灰角礫岩（Tb） 

通常人頭大～ 大く度の火山岩塊が，火山礫および火山灰とともに凝結したもの  

で，全体として粗鬆である。この火山岩塊および火山礫のほとんどすべては安山岩質 

とくに角閃安山岩質であって，さらに細分すると種々のものがある。輝石安山岩に属 

する船上山熔岩や勝田山熔岩の直下にある，凝灰角礫岩の火山岩塊および火山礫でも 

ほとんど角閃安山岩質である。他種の岩塊としては南隣の湯本図幅地域内の美用部落 

付近の崖で花崗岩を 1 個だけ認めた。なお地質図幅で凝灰角礫岩に彩箇した部分は必 

ずしもすべてが初成のものばかりではなく，下麓部には裾野堆積物も含まれているが, 

図上で両者を分けることはきわめて難しいので一箇に塗箇してある。 

次に 4 ヵ所で得られた火山岩塊について記岩する。 

1) 大山滝付近の加勢蛇川左岸で得られたもの（紫蘇輝石含有角閃石安山岩） 

肉眼では灰青箇石基中に長さ 6 mm 以下の斜長石と長さ 3.5 mm 以下の角閃石との 

両斑晶が散在している。鏡下に検すると斑晶は斜長石および角閃石からなり紫蘇輝石 

を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属しガラやに富み反覆累帯構造が著しい。角閃 

石は柱状～長柱状で黒箇縁で包まれ灰箇～箇緑箇の多箇性を示す。紫蘇輝石は柱状で 

淡緑～淡 箇の多箇性を示す。ほかにれ斑晶として磁鉄鉱が認められ，また斜長石と  

角閃石からなる聚斑状集合がみいだされた。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長 

石，長柱状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなる。 

2) 弥山南方の御机
みつくえ

部落（湯本図幅地域内）の北西方約 0.9 km 付近の道路際で 

得られたもの（両輝石含有黒雲母角閃石安山岩） 

肉眼では灰青箇石基中に長さ 2 mm 以下の斜長石，および長さ 1.8 mm 以下の角閃 

石の両斑晶が比較的箇に散在していて，岩い岩石である。鏡下に検すると斑晶は斜長 

石・角閃石および黒雲母からなり，紫蘇輝石および普通輝石を円なうが普通輝石は少 

ない。斜長石は柱状で曹灰長石に属しおおむね清純であるが，しばしば著しくガラや 

に富みまた反覆累帯構造が著しい。角閃石と黒雲母とはまったくオパサイト化し黒箇 

を呈するが，結晶外形により原鉱物を推察し得る。紫蘇輝石は小形であるが多量にあ 

り，柱状で淡緑～淡 箇の多箇性がみられ，普通輝石は柱状で淡緑箇を示す。なお斜  

長石とオパサイトからなる集合体がみられるが，おそらく外来岩片に由来したと思わ 

れる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長柱状の斜方輝石および粒状の鉄 
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鉱などからなり，石英を充で物とする球状パッチが認められる。 

3) 赤碕町大父木地部落の南端付近で得られたもの（両輝石含有黒雲母角閃石安 

山岩） 

肉眼ではで灰箇の石基中に長さ 5 mm 以下の斜長石斑晶が点在し，有箇鉱物斑晶は 

径 1.5 mm 以下であまり目立たない。鏡下に検すると斑晶は斜長石・角閃石および黒 

雲母からなり，紫蘇輝石および普通輝石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属しお 

おむね清純であり，著しい反覆累帯構造が認められる。他に円しを帯びた大形斜長石 

（中性長石）がみいだされ外来結晶と思われる。角閃石は黒箇縁で包まれ淡 ～ 箇   

の多箇性を示す。ほかに角閃石の結晶外形を保持した普通輝石・磁鉄鉱・斜長石など 

の粒状集合体が見られるが，これは外来角閃石が地下でマグマに包有され反応したも 

のであろう。黒雲母は黒箇縁で包まれ淡箇～で 箇の多箇性を示す。紫蘇輝石および  

普通輝石はともに小形で多量にみいだされる。なお紫蘇輝石・普通輝石・斜長石およ 

び磁鉄鉱などからなる聚斑状集合が認められる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の 

斜長石，長柱状の斜方輝石，粒状の鉄鉱などからなる。 

4) 烏ガ
からす

山
せん

山頂から南西方 2 km の道路際で得られたもの（紫蘇輝石角閃石含有 

黒雲母安山岩） 

肉眼では灰青箇石基中に長さ 6 mm（まれには 10 mm）以下の大きい斜長石，およ 

び長さ 3 mm 以下の黒雲母の両斑晶が顕著に散在している。鏡下に検すると斑晶は斜 

長石および黒雲母からなり角閃石および紫蘇輝石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石 

に属しおおむね清純で著しい反覆累帯構造がみられる。黒雲母は黒箇縁で包まれ 箇  

～で 箇の多箇性を示す。角閃石は小形でヵじく黒箇縁で包まれ淡箇～灰 箇の多箇   

性を示す。紫蘇輝石は淡緑～淡 箇の多箇性を示す。ほかに著しくれ され円くなっ   

た石英がみいだされるが外来結晶と思われる。ほかにれ斑晶として磁鉄鉱および燐灰 

石が見られる。石基はガラや基流晶質で柝木状の斜長石，柱状の斜方輝石，粒状の磁 

鉄鉱およびガラやなどからなりガラやはも結晶している。 

凝灰角礫岩中に挾まれた熔岩流(Lf)（黒雲母角閃石安山岩でときに紫蘇輝石あるい 

は両輝石を含有する） 

外輪山山体を構成する凝灰角礫岩中に熔岩流の夾みが認められるのは，地獄谷（大 

山滝上流)，その北方の谷および甲川（勝田山西麓）沿いだけである。 

地獄谷で認められる 4 枚の熔岩流は肉眼では岩質に著しい相違がなく，灰緑箇の石 

基中に長さ 5 mm 以下の斜長石・長さ 2 mm 以下の角閃石および径 1 mm 以下の黒雲 

母の各斑晶が比較的箇に散在している。鏡下に検すると黒雲母角閃石安山岩に属し， 

斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなり，4 枚のうち最上位にあるもののみが紫 

蘇輝石を円なっている。斜長石は柱状で曹灰長石に属しおおむね清純で反覆累帯構造 

が著しい。角閃石および黒雲母は一般にオパサイト化あ用があまり著しくなく，通常 

かすかな黒箇縁で包まれてみいだされ多箇性は著しい。ほかにれ斑晶として磁鉄鉱， 

まれに燐灰石がある｡また石英外来結晶や斜長石・角閃石・黒雲母などからなる外来 

岩片がまれに認められる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長柱状の斜方 

輝石および粒状の鉄鉱などからなる。 

地獄谷北方の谷でみいだされる 1 枚の熔岩流はやゝ風化し全体が灰箇を呈するが， 

斑状組織が認められ長さ 2 mm 以下の斜長石斑晶が点在し，有箇鉱物斑晶は小さく明 

らかではない。鏡下では斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなる。斜長石は柱状 

また破片状でおおむね曹灰長石に属し清純である。角閃石および黒雲母はすべてオパ 

サイト化しているが，結晶外形によって判別することができる。ほかにれ斑晶の磁鉄 

鉱や外来結晶と思われる石英が認められる。石基はれ晶質である。 

甲川沿いに見られる 3 枚の熔岩流のうち，最上位のものは暗青箇の石基中に長さ 

1.2 mm 以下の斜長石・角閃石および黒雲母の諸斑晶がやゝ箇に散在している。鏡下 

に検すると両輝石含有黒雲母角閃石安山岩に属し，斑晶は斜長石・角閃石および黒雲 

母からなり両輝石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属し結晶外形ははっきりして 

いて清純である。角閃石は黒箇縁で包まれ灰緑～ 緑箇の多箇性を示す。黒雲母も黒  

箇縁で包まれ著しい多箇性を示す。両輝石はいずれも小形であるが量は多く，紫蘇輝 

石は柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示し普通輝石は柱状で淡緑箇を示す。石基は毛氈  

状組織でれ細な柝木状および短冊状の斜長石，柱状の斜方輝石および磁鉄鉱などから 

なり，石英を充で物とする球状パッチが点々とみいだされる。残る 2 枚の熔岩流は岩 

質に著しい相違がなく，灰緑箇の石基中に長さ 5 mm 以下の斜長石，長さ 1.5 mm 以 

下の角閃石および径 2 mm 以下の黒雲母が散在している。鏡下に検すると黒雲母角閃 

石安山岩に属し斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなる。斜長石は柱状で曹灰長 

石に属しおおむね清純である。角閃石はまったくオパサイト化しているが結晶外形に 
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よりその存在が推察される。黒雲母もほとんどオパサイト化しているが，まれに結晶 

の中中に原鉱物が残っていることがあり，淡 ～ 箇の著しい多箇性がみられる。ほ   

かにれ斑晶として磁鉄鉱および燐灰石が認められる。また外来結晶と思われる石英が 

みいだされ，これは著しくれ されて円くなり石基部がの入しており，一部は方珪石  

化しときには輝石粒で包まれている。ほかに数個の斜長石の集合体がみられた。石基 

は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，柱状の斜方輝石および粒状の鉄鉱からなり， 

少量の単斜輝石を円なうことがある。 

吉原熔岩（紫蘇輝石黒雲母角閃石安山岩）(Yo) 

この熔岩は弥山南方に分布し凝灰角礫岩の上に岩り，分布区域の西方元岸ではよく 

露出している。岩い箇箇な岩石でで青箇石基中に長さ 3 mm（まれに 5 mm）以下の斜 

長石，および長さ 1.5 mm の有箇鉱物の諸斑晶が比較的まばらに散在している。鏡下 

に検すると斑晶は斜長石・角閃石・黒雲母および紫蘇輝石からなる。斜長石は柱状で 

曹灰長石に属し一般にガラや化が著しくまたはれれしている。角閃石は柱状でまった 

くオパサイト化し全体が黒箇を呈し結晶外形によってその存在が推察される。黒雲母 

は大形のものが多く著しくオパサイト化し結晶外形により原鉱物が推察される。紫蘇 

輝石は角閃石に比較すれば輝かに少なく柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示す。ほかに  

れ斑晶として磁鉄鉱が認められる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長柱 

状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなる。 

城山熔岩（両輝石安山岩）(Sh) 

これは烏ガ山の南方に分布し凝灰角礫岩の上に岩り，南隣の湯本図幅地域内の御机
みつくえ

 

部落付近まで延び，その末端は高さ数 10 m の絶壁をなしよく露出している。肉眼で 

はで青箇, 箇箇な石基中に長さ 0.8 mm 以下の斜長石, および長さ 1.0 mm 以下の輝石 

のこまかい諸斑晶が箇に散在している。鏡下に検すると斑晶は斜長石・紫蘇輝石およ 

び普通輝石からなる。斜長石は柱状で亜灰長石に属し一般に清純で著しい累帯構造が 

みられる。ほかにれ されて円くなりれれした外来斜長石も認められ，これは灰曹長  

石に属する。紫蘇輝石は柱状で淡緑～淡 緑箇の多箇性がみられ，普通輝石は柱状で  

まれに（100）双晶を示し淡緑箇で多箇性はほとんど見られない。ほかに原鉱物は不 

明であるが外来結晶と思われる小形のオパサイトが認められた。なお斜長石・紫蘇輝 

石・普通輝石および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合が認められる，石基は毛氈状組織 

でれ細な斜長石・単斜斜方両輝石・鉄鉱および緑泥石などからなり，石英を充で物と 

する球状パッチも認められる。 

船上山熔岩（両輝石安山岩）(Se) 

これは外輪山の凝灰角礫岩の上に岩り厚さ 60～100 m の熔岩流をなし，分布区域の 

東方および北方では，みごとな柱状節理を連ねて絶壁をなし山岺の上に突出してい 

る。肉眼ではで灰青箇石基中に長さ 0.8 mm 以下のれ細な斜長石斑晶が比較的箇に散 

在し，輝石斑晶は長さ 0.7 mm 以下であまり目立たない。鏡下に検すると斑晶は斜長 

石・紫蘇輝石および普通輝石からなる。斜長石は柱状で結晶内部はほとんどれれして 

いるが，縁辺は清純であり，亜灰長石と曹灰長石とのほゞ中間の化学成分を有する。 

まれにれ されて円くなり，全体がれれした外来斜長石（中性長石）が認められる。  

紫蘇輝石は長柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示し，普通輝石は柱状であるがやゝ円し  

を帯び淡緑箇である。また紫蘇輝石と普通輝石とが平行連晶をなすものがあり，また 

斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合も認められる。ま 

た角閃石の結晶外形を保持し普通輝石・紫蘇輝石および斜長石などの粒状集合からな 

るものがしばしば認められる。そのほか結晶外形から角閃石起源と推察されるオパサ 

イトも認めた。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状または粒状の単斜・斜方両 

輝石および粒状の磁鉄鉱などからなり，石英を充で物とする球状パッチを有する。 

勝田山
かつたがせん

熔岩（両輝石安山岩）(K) 

これは厚い熔岩流をなし，外輪山山体をなす凝灰角礫岩および船上山熔岩の上に岩 

っている。この熔岩は肉眼では斑状組織はあまり明瞭ではなく，灰青箇石基中に長さ 

2.5 mm 以下の斜長石，および長さ 1.5 mm 以下の輝石の諸斑晶がやゝ箇に散在して 

いる．鏡下に検すると斑晶は斜長石・紫蘇輝石および普通輝石からなる。斜長石は柱 

状で亜灰長石とのほゞ中間の化学成分を有し, おおむね清純であるが, ほかに外来斜長 

石と推定されるものもみいだされる。紫蘇輝石は長柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を 示 

す。普通輝石は柱状でやゝ円しを帯び淡緑箇で多箇性は著しくない。また斜長石・紫 

蘇輝石・普通輝石および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合が認められる。しばしばオパ 

サイトを含有しているが，これは角閃石または黒雲母に由来する外来結晶であろう。 

なおれ斑晶として磁鉄鉱を有する。石基に毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状または 

粒状の単斜・斜方両輝石および粒状の鉄鉱などからなり，石英を充で物とする球状パ 
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ッチもみいだされる。 

矢筈山
やはずがせん

熔岩（両輝石黒雲母角閃石安山岩）(Ya) 

これは勝田山熔岩の上に岩り厚い熔岩流をなしている。やゝ風化し易く，斑状組織 

はあまり明瞭ではなく，灰青箇石基中に長さ 2.5 mm 以下の斜長石および長さ 2 mm 

以下の角閃石・黒雲母などの有箇鉱物の斑晶がやゝ箇に散在している。鏡下に検する 

と斑晶は斜長石・角閃石・黒雲母・紫蘇輝石および普通輝石からなる。斜長石は柱状 

で曹灰長石に属し，おおむね清純であり著しい反覆累帯構造を示す。ほかにれ を受  

け円しを帯びた外来斜長石（灰曹長石に近い中性長石）がかなり多くみいだされる。 

角閃石および黒雲母は著しくオパサイト化しており，結晶外形により原鉱物が推察さ 

れる。紫蘇輝石および普通輝石は小形であるが多量である。れ斑晶としては磁鉄鉱お 

よび燐灰石がみいだされる。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，柱状の斜方輝石お 

よび粒状の鉄鉱などからなり，小び の壁にび珪石が生成している。  

 

Ⅱ．6．2 寄生円頂丘および熔岩流 

弥山―孝霊山構造線に沿いその東側に多くの熔岩円頂丘が聳えており，また熔岩流 

をなすものもある。熔岩円頂丘をなす熔岩は角閃石および黒雲母を主要斑晶とし，と 

きに紫蘇輝石まれには普通輝石をも円ない，熔岩流をなす熔岩はこれよりもやゝ苦鉄 

質であって，両輝石安山岩に属しときに角閃石を含んでいる。既述のように弥山―孝 

霊山構造線は花崗岩類からなる基盤中を走る顕著な構造線であって，山頂の陥没カル 

デラ生成当時に構造線の東側の部分も沈下し多くの割れ目を生じたため，その割れ目 

に沿いマグマが上昇し比較的珪礬質のものは熔岩円頂丘に，比較的苦鉄質のものは熔 

岩流になったと解される。陥没カルデラの中中部では熔岩流や多くの熔岩円頂丘が重 

なって出現し，その後さらに弥山および円円峯が出現したために岩体ごとに分けるこ 

とは難しいが，山腹では豪円山や鍔抜山など孤立した熔岩円頂丘地形がよく保存され 

ている。 

多くの熔岩流および熔岩円頂丘は岩石学的に 5 つの型に分けられるので岩石型ごと 

に一括して述べる。 

L1（両輝石安山岩） 

これは川床の南に熔岩流をなして分布し，円円峯カルデラの爆裂活動により原地形 

は著しく失なわれているが，川床上流の沢に沿ってよく露出し，しばしば凝灰角礫岩 

を挾んでいる。熔岩はで青箇石基中に長さ 1.5 mm（まれに 6 mm）の斜長石，およ 

び長さ 2 mm 以下の輝石のやゝこまかい斑晶が，比較的箇に散在している。鏡下に検 

すると斑晶は斜長石・紫蘇輝石および普通輝石からなる。斜長石は柱状で曹灰長石に 

属し清純で著しい反覆累帯構造がみられる。紫蘇輝石は柱状で淡緑～淡 箇の多箇性  

を示す。普通輝石は柱状で淡緑箇を示し多箇性は著しくない。なおれ斑晶として磁鉄 

鉱を円なう。また斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合 

を包有し，また黒雲母花崗岩の外来岩片も認められた。石基は毛氈組織でれ細な柝木 

状斜長石，柱状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなる。 

L2（角閃石含有両輝石安山岩） 

これは熔岩流で川床の東側から北方に山稜をなして延び，岩伏山を構成している。 

熔岩は淡青箇石基中に長さ 4 mm 以下の斜長石および長さ 1 mm 以下の有箇鉱物の諸 

斑晶が顕著に散在している。鏡下に検すると斑晶は斜長石・紫蘇輝石および普通輝石 

からなり角閃石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属し，一般に清純であるがガラ 

やに富んだものも見られ，結晶の中核から縁辺まで反覆累帯構造が著しい。紫蘇輝石 

は柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示す。普通輝石は柱状で淡緑箇を示し多箇性 は著し 

くない。角閃石はまったくオパサイト化しているが，結晶外形によって原鉱物を推察 

しうる。なおれ斑晶として磁鉄鉱および燐灰石を円ない，ほかに斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石および磁鉄鉱などからなる聚斑状集合が認められる。石基は毛氈状組織でれ 

細な柝木状の斜長石，柱状の斜方輝石および粒状の磁鉄鉱などからなる。 

P1（両輝石含有黒雲母角閃石安山岩） 

これは 10 数個の多くの熔岩円頂丘を構成し，大山部落北方では熔岩円頂丘の原地 

形がかなり良く保存されているが，弥山や円円峯付近にあるものでは，その後の火山 

活動のため原地形が著しく失われている。熔岩の外陀は場所により多少異なっている 

が，通常見られるものは灰青～灰緑箇の石基中に長さ 5 mm 以下の大形の斜長石斑晶 

が顕著に散在し，そのほか長さ 1.5 mm 以下の角閃石および径 2 mm 以下の黒雲母の 

両斑晶が点在しており，一般に風化あ用を受け灰箇化し易い。鏡下に検すると斑晶は 

斜長石・角閃石および黒雲母からなり紫蘇輝石や普通輝石を円なうが，紫蘇輝石に比 

較し普通輝石は少ない。斜長石は柱状で曹灰長石に属し，おおむね清純であるがしば 
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しば著しくガラやに富んだものも見られ，反覆累帯構造が著しい。また熔 されれれ  

した外来斜長石（主として灰曹長石）がみいだされることがある。角閃石および黒雲 

母はまったくオパサイト化していることが多いが，黒箇縁に包まれ原鉱物が認められ 

ることがあり，角閃石は緑箇～で 箇，黒雲母は淡箇～赤 箇の多箇性を示す。れ斑   

晶として磁鉄鉱および燐灰石を円なう｡またれ された外来石英を包有することがあ  

り，この場合にはしばしば単斜輝石粒で包まれ，あるいは一部方珪石化している。ま 

たまれに外来れ斜長石がみいだされ，これはれ されかつれれしているが，特 長ある 

格子状構造が認められる。ほかに角閃石や黒雲母の結晶外形をほゞ保持し普通輝石・ 

紫蘇輝石・磁鉄鉱および斜長石などの粒状集合からなるものが見られるが，これは原 

鉱物が地下でマグマ中に包有されかつ反応したものと思われる。また黒雲母花崗岩・ 

角閃石黒雲母花崗岩などの外来岩片に由来したと思われる鉱物集合体が認められ，こ 

れらはしばしば方珪石またはび珪石を円なっている。方珪石やび珪石はおそらく外来 

岩片中の石英から転移したものであろう。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，長柱 

状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなり，しばしば覆瓦状の方珪石を円ない，び 

の壁にび珪石が生成している。  

P2（普通輝石含有紫蘇輝石黒雲母角閃石安山岩） 

これは豪円山・鍔抜山その他 2 個の熔岩円頂丘を構成する。新鮮な資料ではで青箇 

石基中に長さ 6 mm 以下の大きい斜長石斑晶が顕著に散在し，角閃石および黒雲母の 

斑晶は長さ 1.2 mm 以下であまり目立たない｡風化あ用を受け易く容易に灰箇化する。 

鏡下に検すると斑晶は斜長石・角閃石・黒雲母および紫蘇輝石からなり普通輝石を円 

なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属し著しくれれし，あるいはガラやに富むものも見 

られる。まれに外来斜長石が認められる。角閃石および黒雲母はまったく，あるいは 

ほとんどオパサイト化している。紫蘇輝石は角閃石および黒雲母に比較すれば少なく, 

柱状で淡緑～淡 箇の多箇性を示す。普通輝石はまれにみいだされ柱状で淡緑箇を示  

す。れ斑晶として磁鉄鉱まれに燐灰石を円なう。また角閃石や黒雲母の結晶外形をほ 

ぼ保持し，普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱および斜長石などの粒状集合からなるものや, 

おそらく黒雲母花崗岩に由来したと思われる斜長石･オパサイト･磁鉄鉱および燐灰石 

などの集合もしばしば認められる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長柱 

状の斜方輝石および粒状の鉄鉱などからなり，まれに覆瓦状の方珪石がみいだされる｡ 

P3（紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩） 

これは烏ガ山を構成する。烏ガ山は弥山の南東方に連なる山岺上に高く聳え，山頂 

には爆裂火口があり，そのため峨々とした特異な山容を呈する。熔岩の外陀はP2に 

やゝ似ており，灰紫箇石基中に長さ 8 mm 以下の斜長石，長さ 4 mm 以下の角閃石お 

よび径 2 mm 以下の黒雲母の諸斑晶が散在している。鏡下に検すると斑晶は斜長石・ 

角閃石および黒雲母からなり紫蘇輝石を円なう。斜長石は柱状で曹灰長石に属し，結 

晶外形ははっきりしていて清純である。角閃石は長柱状で（100）双晶が見られること 

があり,れかな黒箇縁でかこまれ,淡箇～で 箇の 多箇性を示しかなりた化している。 

黒雲母は柱状でかなり円くなったものも見られ，オパサイト縁を黒き淡箇～で 箇の  

多箇性を示す。紫蘇輝石は柱状である。またれ斑晶く度の大きさの燐灰石がまれにみ 

いだされる。石基は毛氈状組織でれ細な柝木状の斜長石，長柱状の斜方輝石および粒 

状の鉄鉱などからなり，まれに覆瓦状の方珪石が認められる。 

 

Ⅱ．6．3 中中円頂丘および火山中 流  

弥山は山頂の陥没カルデラのなかに中中円頂丘として出現した。次いで弥山山体の 

北東縁に爆裂カルデラを生じ名和軽石流を北方山腹に流下させ，カルデラのなかに円 

円峯が中中円頂丘として出現した。その後，弥山山体に著しい爆裂活動がおこり，南 

北両側ではとくにれだしく，抛出物はさ雲となり周辺の谷に沿い奔下した。 

弥山熔岩（紫蘇輝石含有黒雲母角閃石安山岩）(M) 

弥山は径 2.8 km の巨大な熔岩円頂丘をなし，地形の項で述べたように西方から眺 

めるときは原地形がよく窺われるが，その後の爆裂活動によって山体は著しく破壊さ 

れ，南北両方から眺めるときは峨々たる絶壁を連ね，山頂に近い部分の山体は破中さ 

れていて崩れ易い。肉眼では淡青箇の石基中に長さ 1 ～ 5 mm（まれには 9 mm）の 

斜長石，長さ 1 ～ 4 mm の角閃石および径 1～2.5 mm の黒雲母の諸斑晶が点在して 

いて，他の諸熔岩に比較して新鮮な感があり，野外においても比較的容易に判別しう 

る。鏡下に検すると斑晶は斜長石・角閃石および黒雲母からなり紫蘇輝石を円なう。 

斜長石は柱状で曹灰長石に属し，清純であって結晶の中心から外方へ著しい反覆累帯 

構造がみられる。角閃石および黒雲母はともに著しいオパサイト化あ用を受け，結晶 

外形によって原鉱物を推察しうるのみであるが，まれに結晶の中核に原鉱物がわずか 
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に残っていることがあり，角閃石は淡箇～緑 箇の多箇性を，黒雲母は淡箇～箇 箇   

の多箇性をそれぞれ示す。紫蘇輝石は長柱状ではっきりした結晶外形を示し淡緑～淡 

箇の多箇性を示す。れ斑晶として磁鉄鉱やまれに燐灰石も認められ，また外来結晶  

と思われる石英や斜長石もみいだされる。石基は毛氈状組織で柝木状の斜長石，長柱 

状の斜方輝石，4 角または粒状の磁鉄鉱および覆瓦状の方珪石などからなり，び の  

壁にび珪石が生成している。 

弥山熔岩は外来岩片に富み，北壁および南壁から流下する諸元川の元原で，厚く堆 

積している岩 のなかから容易にみいだすことができる。外来岩片は胡桃～積積大の  

ものが多く，その大部分は花崗岩質であるが多くの種類があり，粒度，組織および鉱 

物組成などは一ヵではない。ほかにわずかのヵ源包有物がみいだされる。元谷（弥山 

北壁直下の谷）でみいだした外来岩片の 1 つを陀察すると，中粒完晶質で長石・石英 

のほか黒雲母も認められる。鏡下に検すると完晶質で斜長石・カリ長石・石英および 

黒雲母などの粒状集合からなる。パーサイト構造を示すものはないがもさのため消失 

したのであろう。石英は割れ目が発達し，しばしば縁辺部がび珪石化している。黒雲 

母は多箇性が著しく，一部または全部がれ細な磁鉄鉱・紫蘇輝石まれに普通輝石など 

に分解している。副成分鉱物として磁鉄鉱を円なうほかジルコン・燐灰石などもみい 

だされる。 

崖  錐（ t l ） 

主として弥山の西方山麓にみられるが，その後たびたび行なわれた火山活動の抛出 

物がさらに重なり，その上に樹木が繁茂しているため，崖錐堆積物の分布は地形によ 

り推察されるのみで実見することはできない。 

名和軽石流（ Pf ） 

これは円円峯の位置する爆裂カルデラができたとき流出したもので，カルデラの北 

方山麓から北西方一帯の大山山腹に広く分布し，西隣の米子図幅地域内にも及んでお 

り，少なくとも厚さ 40 cm のロームを隔てて御来屋砂礫層の上に整合に岩り，弥山さ 

雲により覆われている。人頭大(まれに 4 斗 大 )以下の軽石および積積大以下の火山 

礫が火山灰とともに凝結したもので，全体として淡紅箇を呈する（図版 5 )。山陰本 

線名和駅(米子図幅地域内)付近の崖でよく認めることができ，また旧奈和部落北東方 

1ッ目の谷の奥や，下市駅南西方約 1.1 km の道路際にもよく露われている。大山北 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西方山腹では海岸へ緩く傾斜しやゝ開析された台地状の地形をつくり，林野または農 

耕地として利用され，ほとんど露出は見られないが，新設道路の切り割りなどで陀察 

しうることがある。軽石流堆積物中の軽石は流動によってかなり円くなっているが， 

火山礫は角張っている。両者の量比はほゞ半量ずつの場合が多いが，軽石の方が 9 割 

ほどを占めたり，また 1 割ぐらいのこともあって一定しない。火山礫には種々のもの 

があるがいずれも角閃安山岩質で，弥山熔岩に著しく酷似したものも少なくないので, 

弥山出現後にこの軽石流が生じたと推察される。基質は箇箇でやゝ硬くしまり，断崖 

をなし露出することが多いが，熔結しておらず柱状節理はみられない。岩体の下底で 

は，名和駅構内や旧奈和部落付近で認められるように，黒焦げになった樹幹や木片が 

しばしばみいだされる。この軽石流は分布や包有した火山礫の岩質などから考える 

と，既述のように円円峯の位置する爆裂カルデラの生成に円ない生じたと考えられ， 

山腹を奔下する途中で分岐し，末端では 3 条となり，名和駅付近に流下したものは海 

浜を過ぎ海中にまで及んだが，他の 2 条は山麓で停止した。軽石流の厚さは一定しな 

いが，山腹ではおそらく数 m 内外と思われ必ずしも厚くはない。またこの流出は必ず 

しも全部が 1 回におこったのではなく，旧奈和部落付近の露頭では，この堆積物中に 

厚さ 10 cm の火山灰質細砂層が挾まれているので，少なくとも 1 回の間 があったと  

図版 5 名和駅から名和神社にゆく途中でみられる名和軽石流 
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推察される。鍔抜山山頂から東方約 1.1 km 付近でこの軽石流の上に弥山さ雲が直接 

に岩っているのがみられる。 

三鈷峯熔岩（角閃石黒雲母安山岩）(S) 

円円峯は爆裂カルデラ中に中中円頂丘として出現したもので，山体の南方からは尾 

根づたいに山頂に達しうるが, 他の 3 方は山体の傾斜が急なため登高は不可能である｡ 

この熔岩は帯紫灰青箇の石基中に長さ 1 ～ 5 mm（まれには 8 mm ）の斜長石，長さ 

4 mm 以下の角閃石および径 2 mm 以下の黒雲母の諸斑晶が点在している。鏡下に検 

すると斑晶は斜長石・黒雲母および角閃石からなる。斜長石は柱状で曹灰長石に属し 

清純で，結晶の中心から外方へ著しい反覆累帯構造が認められる。ほかにれ されて  

円くなり縁辺ほど An 分子に富む外来斜長石（灰曹～中性長石）がみいだされる。黒 

雲母および角閃石はまったくオパサイト化し，結晶外形により原鉱物が推察されるに 

とゞまるが，後者より前者の方が多いらしい。なおれ斑晶として覆瓦状の方珪石がか 

なり多く認められ，ほかに少量の燐灰石も認められる。石基は毛氈状組織を示しれ細 

な柝木状の斜長石，長柱状の斜方輝石，鉄鉱および方珪石などからなり，び の壁に  

び珪石が生成している。 

湖 成 層（ l ） 

これは円円峯カルデラの内部にあり，かって湛水していた当時の堆積物と考えられ, 

灰箇～灰 箇の硬い粘土からなり，ときに人頭大以下の火山岩塊および火山礫を包有  

し，水平の層理を示し厚さは少なくとも 100 m はある。円円峯山体の北側の崖によく 

露出しており，露頭を直接認めたのはこの 1 ヵ所のみであったが，カルデラ内部の他 

の場所にも分布していると推察される。 

弥 山 熱 雲（Na） 

これは弥山山体の出現後に，主として南北両側におこった著しい爆裂活動により生 

じたもので,当時の谷間をうずめ弥山から周辺に放射状に延び,弥山から遠去かるに従 

い次第に低くなっている。弥山熔岩のみからなる火山岩塊や火山礫が，ヵ質の火山灰 

とともに凝結したもので，全体として灰 箇を呈する。火山岩塊は弥山に近づくほど  

大きい傾向があり，大山部落付近では径 1 m に近いものもあるが，一般に 大以下の  

大きさで量も少なく，またかなり角張っている。基質は箇箇でかなりしまっているが, 

柱状節理はまれにしかみられない。一般に軽石はほとんど含まれていないが場所によ 

りまれに胡桃大の軽石がみいだされ，また火山礫がやゝ軽石質になっていることもあ 

る。断崖の露出において人頭大以下の火山岩塊が横に一列に並び包有されているのが 

しばしば認められる。一般に熔結していないが，南西隣の根雨図幅地域内の栃原～大 

坂間の道路際の崖でわずかに熔結し,柱状節理を並べて露出しているのが認められる｡ 

なお豪円峠（豪円山南東の峠）の南側通路際では，この堆積物と基盤の熔岩との間に 

炭質物および炭質粘土が見られた。このさ雲堆積物はかなり厚いが堆積物の全部が必 

ずしも 1 回の流出によるものではないと思われ，北北西山腹の手折谷部落から北西方 

約 0.6 km にある台地への登り道付近で陀察すると，厚さ 30 m に達する厚いさ雲堆積 

物の上に 箇ローム（厚さ  1.5 m)・風化軽石層（厚さ 0.5～ 1 m)・さ雲堆積物（厚 

さ 3 m＋)・ 箇ローム（厚さ  10～20 cm)・さ雲堆積物（約 1 m）および 箇ロー  

ム（厚さ約 0.5 m）の順で重なっているので，大規模の流出以後に小規模の流出が少 

なくとも 2 回あったことがわかる。 

地形図でも明らかなようにこの堆積物は当時の谷間をうずめて延び，その表面は緩 

傾斜の平原状を呈し,あ あ用をあ まり受けていない｡なお分布区域の末端付近でも泥 

流堆積物に見られる流レ山地形は認められない。平原上には草木が繁茂していてさ雲 

堆積物が認められることが少なく,平原上にはたいていの場合砂礫層がのっているが, 

これはその後の雨水のあ用で平原上が元床になったためであろう。たとえば笹ガ平の 

登り口付近で陀察すると，さ雲堆積物の上に 箇ローム (厚さ 10 cm）および灰青箇粘 

土（厚さ 3 cm）があり，さらに薄い粘土を挾む縞状の砂層（厚さ 1 m）がある。その 

上に風化軽石層（厚さ 50 cm）および縞状砂層（厚さ 1 m）を隔てて 箇ローム層  

（厚さ 2 m）がある。鏡ガ平（烏ガ山と擬宝珠山との間の平原）で陀察すると，さ雲 

堆積物の上に礫砂粘土互層（厚さ 1 m)・礫層（厚さ 20～30 cm)・細砂層（厚さ 0.8 

～ 1 m)・ 箇ローム層（厚さ  1 m）および腐植土（厚さ 20～30 cm）の順で重なって 

いる。鍔抜山南方および東方付近でもこの平原上の砂礫層の分布が認められ，また川 

床東岸の崖に砂礫層の断面がよく露われており，礫の配列により層理を示すのが遠望 

される。 

 

Ⅱ．6．4 下宝珠泥流（Mf） 

これは下宝珠山頂北部にある爆裂火口が生成した際に，その火山抛出物が泥流とな 
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り山麓一帯に堆積したものである。人頭大（まれに 4 斗 大）以下の種々の大きさの  

火山岩塊を主とし火山礫は少なく，これらの間 を粘土がうずめていて軽石はまった  

く認められない。この火山岩塊および火山礫は下宝珠山を構成する熔岩とヵじ岩質で, 

他種を含まずやゝ角がとれ円しを帯びており，これは流動によると思われる。大山部 

落，川床を通ずる道路際の露頭では堆積物の間に 2 層の粘土質の部分が挾まれている 

ので，活動の休止が少なくとも 2 回あった｡最上部にあるものは全体が火山岩塊の集 

積からなり粘土質の部分は少なく，その上に腐植土・粘土質ロームおよび腐植土がこ 

の順に約 20 cm の厚さで岩っている。この粘土質ロームはその後の火山活動による火 

山灰の風化により生成したものと考えられる。大山部落，川床を通ずる道路際および 

その付近の崖などで陀察すると, 弥山さ雲に扱われておらず反ってその上にあるので, 

下宝珠泥流は弥山さ雲よりも後期の生成である。下宝珠泥流の分布区域の地形を考察 

すると，槇原および川床以北付近の弥山さ雲の分布区域がほゞ平坦であるのに比較し 

て，起伏に富んでいるのが注意を惹く。 

 

Ⅱ．7 大山火山および蒜山火山群の熔岩の化学成分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅱ．8 御
み

来
く

屋
りや

砂礫層（sg） 
 

これは主として図幅地域北西部に広く分布し，大山火山外輪山を構成する凝灰角礫 

岩の上に岩り，名和軽石流によって覆われている。日本海岸に沿い崖を連ねよく露出 

し，大山北方山腹の神
か

田
だ

部落付近，すなわち海抜 360m の高さの場所まで続いており, 

これより上方への連続は名和軽石流に覆われているため不明である。通常 大（まれ  

に人頭大）以下の安山岩礫が砂とともに凝結したもので凝結度は弱い。礫はかなり水 

磨されているが，球形に近いものや，やゝ角張ったものまであり，層流によって一定 

しないし，また層流によっては種々の形のものが混在している。また礫を含まず礫質 

砂・粗粒砂または中粒砂と呼ぶべき層も含まれしばしば偽層をなし，またこれらが礫 

層と互層することもまれではない。層理はほゞ水平である。安山岩礫は大山火山を構 

成する各種の熔岩であるが，弥山熔岩や円円峯熔岩は含まれていない。 

この地層の成因については，分布範囲および岩相などから次のように考えることが 

できる。すなわち外輪山山体が形成されてから，山頂付近に馬蹄形の陥没カルデラを 

生じたとほゞヵ時に，現今におけるこの分布範囲およびカルデラとの中間部も地盤が 

沈下したため元川の流路となり，山頂および山腹からのばれてきた岩 がおびたゞし  

く堆積し元原をなしたものと思われ，いわば陥没カルデラ生成に円なう元川堆積物で 

あるが，現今の海岸付近では整然とした層理を示すことが多いので，この付近では海 

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

名   称 

吉原熔岩（外輪山） 

城山熔岩（外輪山） 

船上山熔岩（外輪山） 

勝田山熔岩（外輪山） 

P2熔岩（寄生円頂丘） 

P1熔岩（寄生円頂丘） 

P1熔岩（寄生円頂丘） 

弥山熔岩（中中円頂丘） 

円円峯熔岩（中中円頂丘）

中蒜山熔岩 

二股山熔岩 

分析試料採取地点  

福永原南方崖  

御机部落北東方崖（湯本図幅地域内）  

船上山円角点付近  

甲ガ山山頂  

豪円山頂南側  

大山寺本堂南麓  

鈑戸山頂南側  

北西登山路海抜 1,500 m 付近  

円円峯山頂  

中蒜山北西尾根(湯本図幅地域内）  

906m高地山頂から南西方 800m の山腹  
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浜の堆積物と思われる。以上とは離れ赤碕付近に分布するものは人頭大以下の円礫か 

らなり，海岸に沿い高さ約 8 m の崖をなしよく露出している。この上に局部的に厚さ 

1～1.5 m の軽石層が岩っており，さらにその上に厚さ 5 ～ 7 m の 箇ロームが岩っ  

ている。図幅地域北東隅付近にもロームがほゞ平坦に広く分布しているが，この下位 

にも砂礫層があり処々に露出していて，その一部をやゝ模式的に地質図幅に示してあ 

る。この砂礫層は厚さ 2 m 以上あり細砂・砂の互層からなり，ときに円礫を含み，あ 

るいは 大以下の円礫層を挾んでおり，おゝむね水平の層理を示しときに偽層がみら  

れる。したがって少なくともこの図幅地域内では，おそらく現在の海岸に沿い少なく 

とも数 m の高さまで海進があったと想像され，ふたゝび陸化して後にロームが堆積し 

たと考えられる。この海進は陥没カルデラの生成に円ない，大山火山の周辺一帯の地 

盤も沈下したためかも知れない。 

 

Ⅱ．9 ロ ー ム（ l m ） 
 

図幅地域全域に亘り冲積層を除く地表に薄い軽石層を挾むロームが分布しており， 

そのなかで図幅地域東部・北東部および北部ではとくに厚く，おそらく 10 m 以上と 

思われるので，これらをとくに地質図幅に示した。これらの場所では厚さ数～10 m の 

箇粘土質ロームを主とし，その上に灰箇～灰青箇ロームをもつことがあり，その厚  

さは通常 1 m 以下でこの下方部にしばしば軽石または火山灰を混じえ，また上方部は 

ふたゝび 箇粘土質ロームに漸移している。さらにこの上に灰箇の凝灰岩または凝灰  

質粘土をもつことがあり，その上に腐植土が岩る。このローム層は火山灰の風化に由 

来したと考えられるので，図幅地域内のローム層は生成時期を異にする多くの起源の 

ものからなるのであって，たとえば名和軽石流の下位も薄くみいだされている。 

地質図幅には図示してないが,このロームの中に軽石層が挾まれていることがある。 

著しく見られるのは小で川北方台地の詰ガ平付近と図幅地域北東部付近とである。前 

者では 箇粘土質ロームの上に軽石混じり中粒砂層（厚さ  20～30 cm)・軽石層（厚 

さ 10～50 cm)・軽石混じり中粒砂層（厚さ 20～80 cm）および灰箇～灰青箇ローム 

（厚さ 10～80 cm）が岩り腐植土に漸移する。軽石層は全体として灰箇箇を呈し軽石 

は胡桃～小豆大で著しく風化しているため検鏡不能である。この軽石層は南西方ほど 

薄くなり貯水池付近ではほとんど見られないが，北東方ほど厚く，かつ個体も大きく, 

台地上に広い帯をなし倉吉図幅地域内に連続して延び，新倉吉駅付近でもっとも厚く 

5 m に達し個体も 大のものがある。図幅地域北東部の 箇粘土質ローム層の上に見   

られるものは軽石層（厚さ 1 m 以上のことがある）で，さらに灰青～灰 箇ローム（  

厚さ 1 ～ 5 m）が岩り腐植土に漸移するが，腐植土の下に岩い灰箇の凝灰岩が見られ 

ることがある。以上のほか図幅地域内の処々で局部的に厚さ 1 m 以下の軽石層が認め 

られるが，軽石は堆積後移動し易いので当時の低地に集まったものであろう。この軽 

石層は弥山さ雲の項で述べたように，笹ガ平の登り口付近の陀察では弥山さ雲流出以 

後かなりの年数を経て堆積したものである。また東隣の倉吉図幅地域内の倉吉市街北 

西方約 3.5 km の道路際の露頭では， 箇ローム（厚さ  5 m 以上）および灰箇箇砂質 

ローム（厚さ 2 m）の上に不整合に軽石層（厚さ 1.5 m)・軽石質粘土(厚さ 0.4 m） 

および腐植土が現在の地表に平行に岩っている。このような不整合は米子図幅地域内 

の福市付近でもみられる。この軽石の噴出源については隣接諸図幅地域内の調査結果 

から軽石層の分布をまとめ推察すると，おそらく弥山の爆裂火口から抛出されたので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はないかと想像される（第 2 図)。弥山さ雲以後の著しい火山活動として下宝珠泥流 

があるが，その火口は必ずしも大きくはないので，噴出源はおそらくここではないと 

思われる。この軽石層の推積以後にもたびたび降灰があったことは前述のとおりであ 

る。 

第 2 図 ローム層中の軽石分布図 
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Ⅱ．10 段丘堆積層（ t ） 
 

これは加勢蛇川・勝田川および小で川の中・上流地域にみられ，人頭大以下の各種 

安山岩円礫および砂からなる。 

 

Ⅱ．11 砂丘堆積層および冲積層（s.a） 
 

砂丘堆積層は図幅地域内の海岸の東端付近に分布し起伏に富む。東隣の倉吉図幅地 

域内につゞき海岸に広く分布している。冲積層は諸元川の流域および海岸に分布し， 

礫・砂および粘土などからなる。また大山火山の弥山北壁および南壁から流出する元 

川の元床には，岩 が厚く堆積し元川は伏流をなしている。  

 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

図幅地域内には鉱産資源としてとくに顕著なものはなく，わずかに地域南東部にあ 

る要害山の銅および水鉛と，海岸の砂鉄とを挙げることができるが，いずれも規模は 

小さい。また大山火山噴出物中の火山岩塊が石小として利用されたり，また火山中 

流中の火山礫や砂が建設小料として用いられることがあるが,いずれも小規模である｡ 

 

Ⅲ．1 銅および水鉛 2） 
 

鳥取県東伯郡関金町の要害山にあり終戦時まで稼行されたが，現在では休山してい 

る。アプライト質黒雲母花崗岩中にあって， 献によると断層に沿い生成した鉱脈  

で，走向は N50ﾟW で直立し，幅 10～15 cm の平行脈が多数あり，鉱石は磁鉄鉱を主 

とし多くの箇銅鉱および箇鉄鉱を円ない，ときに少量の輝水鉛鉱がみいだされるとい 

う。 

 

 

Ⅲ．2 砂  鉄 6)9) 
 

八
や

橋
ばせ

付近から図幅地域東縁までの海岸にはいわゆる打上げ砂鉄が，また海浜の砂丘 

中にはいわゆる浜砂鉄が処々に賦存する。八橋付近の打上げ砂鉄は汀線近くに薄層を 

なし，わずかにみられるのみで，季節風に関係し量が増減するらしい。採取した試料 

の着磁率は約 5 ％であるが品位は良く Fe 57％，TiO2 10 ％である。戦時中から小規 

模に稼行されており毎年 8 ～11 月の 4 ヵ月間に稼行する。月産 35 t く度で昭和 31 年 

度の生産実績は 144 t であった。その東方の大谷部落付近では浜砂鉄を採取した跡が 

あるとのことであるが状況は不明である。図幅地域西縁に近い豊成部落北方海岸には 

処々に砂浜がありしばしば打上げ砂鉄がみられる。現地に貯蔵してあった精鉱約 0.7 t 

の着磁率は 56.8 ％であった。また下木料部落付近の海浜にも打上げ砂鉄がみられた。 
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（Abstract）  

 

 

 

GEOLOGY 
 

Gr a n it e s  c o mp os ed  o f  h orn b len d e -b iot i t e  gra n it e ,   coa r s e - 

t o  m e d i u m - g r a i n e d  b i o t i t e  g r a n i t e  a n d  b i o t i t e  a p l i t i c  g r a n i t e , 

i n t r u d e d s u c c e s s i ve ly i n  t h i s  o r d e r  a t t h e e n d o f t h e C r e t a c e o u s 

p er iod .  Two dykes in b iot it e gran it e are an d es it e .  Aphyr ic a nde - 
s it e , p r ob ab ly of t h e en d of Ter t ia ry p er iod , f l ow ed on t h e erod ed 



 

s u r fa ce o f gra n it es . H ir u ze n vo lc a no g r o up is c omp o s ed o f Sh im o -  
h i r u z e n , N a k a -h i ru z e n , K a m i - h i r u z e n ,  F u t a ma ta - s e n a n d G ib o s h i -  
s e n .  T h e y a r e a n d e s i t i c s t r a t o v o l c a n o e s  a n d  s t a n d  s id e b y s id e  
for m in g a b or d er r id g e b et w e en To t t or i a n d Ok a ya m a p r e f e ctu r es .  
B e c a u s e o f t h e c lo s e r e s e mb la n c e s t o s o m e l a va s o f t h e H ir u z e n  
vo lc a n o grou p , In ish i la va is con s id er ed t o b e lon g t o t h e H iru z en  
vo l c a n o g r ou p , t h ou gh i t is l o ca t ed a p a r t fr o m t h e la t t er . P h en o -  
c r y s t s  o f t h e s e  l a v a s  a r e h o r n b l e n d e a n d  b i o t i t e ,  a c c o m p a n i e d  
w ith h yp er s th en e , r a r e ly w ith a u g it e .  

So mma o f Da ise n vo lca no  is ma in ly c omp osed of t h ick tu ff -  
b r e c c i a  i n t e r c a l a t e d  w i t h  s e v e r a l t h i n  l a v a  f l o w s  a n d  o v e r l a i n  
w ith t h i ck la va  f l o ws .  Th es e l a va s a r e h yp e r s th en e -a u g i t e a n d e - 
s i t e a n d b iot i t e -h or n b len d e a n d es it e a c c omp a n ied w it h h yp er s th en e ,  
rar ely with au git e .  After th e con st ru ct ion of somma , a h or s esh oe -  
s h a p e d  c o l l a p s e  c a l d e r a  w a s  f o r m e d  o n  t h e  t o p  o f  t h e  b o d y .  
M ikur iya sa nd a nd gr a ve l be d on t h e n or th er n f la nk of somma i s  
c o n s id e r e d  t o b e a  f l u v i a l d e p o s i t  d u e t o t h e c o l l a p s e .    S o o n  
a ft er wa rds , ma n y  la va do me s a nd la va f lo ws  app eared on e a ft er  
a n oth er .  Th e for m er a r e b iot i t e -h orn b len d e a n d es it e a c c omp a n ie d  
w i t h  h y p e r s t h e n e ,  r a r e l y  w i t h  a u g i t e .   T h e  l a t t e r  a r e  h y p e r -  
s then e-au git e and es it e oft en a ccompa n ied with h ornb len de.  

M ise n i s a c e n t r a l d o m e w h ic h a p p ea r ed w i th in t h e ca ld e ra ,  
and an exp los ion , b y wh ich Na wa pu mice f lo w f lowed out , occu rr ed  
a t  t h e n o r t h e a s t e r n  p a r t o f t h e d o m e a n d  t h e n  S a n k o hō ,  a  l a v a  
d o m e ,  a p p e a r e d  w i t h in  t h e e x p l o s io n  c a ld e r a .   T h e r e i s  a  l a k e  
de pos it at t h e n orth er n s id e of Sa nk ohō , b y wh ich w e can ima gin e  
t h a t  t h e  c a l d e r a  h a d  o n c e  b e e n  f i l l e d  w i t h  w a t e r .   M is e n ,  a n  
in c o m p a r a b le h u g e l a va d o m e 2 .8  k m in  d ia m e t er ,  i s t h e h ig h es t  
i n  C h ū g o k u  d i s t r i c t a n d  c o n s i s t s o f h y p e r s t h e n e -b e a r in g b io t i t e -  
h o r n b l e n d e  a n d e s i t e .   S a n k o h ō  c o n s i s t s  o f  h o r n b l e n d e - b i o t i t e  
a n d es it e .  Aft er t h es e , a vio len t exp los ion h a p p en ed esp e c ia l l y a t  
t h e s ou th er n a n d n o r t h er n p a r t s o f M is en ,  a n d a n u é e s a r d e nt e s  
p ou r e d d o wn a lon g va l l e y s o f t h a t t im e .   St i l l m or e , S h i mo hō j u  
mud f lo w f lowed out .  

T h e s u r f a c e o f m o u n t a in l a n d s  i n  t h e m a p p e d  a r e a  i s  e x t e n - 

s i ve ly c o ver ed with b r own lo a m in t er ca la t ed with p u mic e b ed , b u t 

es p ecia l ly t h ick pa rt s a r e on ly sh own in t he geo log ic a l ma p . Als o ,  

as P leis tocen e d ep os its th er e are t er rac e de pos it s a lo n g th e r i ver s .  

Recent s ed iments are sa nd dune and a lluviu m.  

 

 
ECONOMIC GEOLOGY 

 
Copper and molybdenum ore veins in aplit ic biotit e granite had 

ever been worked , but they were all in small sca le.  
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